
  

 

 

 

消
費
税
増
税
中
止
、 

国
税
通
則
法
対
策
を
強
め
る
研
修
会
に
参
加
を 

 

吹
田
民
商
は
2
月
10
日
日
曜
日
に
吹
田
勤
労
者
会
館
で
税
金
問

題
研
修
会
を
開
き
ま
す
。
こ
の
研
修
会
の
目
的
の
第
１
は
消
費
税
増

税
中
止
の
運
動
を
強
め
る
こ
と
で
す
。
法
律
は
来
年
4
月
か
ら
の
増

税
を
決
め
ま
し
た
が
、
今
で
も
国
民
の
大
多
数
は
増
税
に
反
対
し
て

い
ま
す
。
総
選
挙
で
は
増
税
を
強
行
し
た
民
主
党
を
大
敗
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
民
、
公
明
が
多
数
を
占
め
た
た
め
、
消
費
税
問
題

は
決
着
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
安
倍
政
権
が
経
済
対
策
を
強
化
す
る

狙
い
は
「
景
気
を
良
く
し
て
」
消
費
税
を
増
税
す
る
こ
と
で
す
。
私

た
ち
中
小
業
者
が
景
気
浮
揚
の
実
感
を
得
る
こ
と
は
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
増
税
に
苦
し
め
ら
れ
た
う
え
に
次
の
よ
う

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

 

（
１
）
軽
減
税
率
の
導
入
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
の
導
入
に
道
を

開
く
こ
と 

 
 

＊ 

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に
よ
る
影
を
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。 

（
２
）
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
で
は
な
く
社
会
保
障
を
削
減
す

る
方
向
で
あ
る
こ
と 

  

研
修
会
の
第
２
の
目
的
は
国
税
通
則
法
対
策
を
強
め
る
こ
と
で

す
。
こ
の
法
律
に
沿
っ
た
税
務
調
査
は
今
年
の
1
月
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
強
権
的
な
税
務
調
査
を
許
さ
な
い
た
め
に
も
、
法
律
の

中
身
と
そ
の
意
味
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
税
務
調
査
の

内
容
が
変
化
す
る
可
能
性
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

（
３
）
4
月
調
査 

（
４
）
5
年
調
査
の
実
施 

消
費
税
と
の
関
係
で
は
7
年
間
調
査
も 

（
５
）
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
否
認 

 
 

（
６
）
記
帳
内
容
と
水
準
の
押
し
付
け 

（
７
）
着
眼
調
査
の
動
向 

（
８
）
税
理
士
法
改
悪
と
一
体
で
強
権
化 

（
書
面
添
付
制
度
、
意
見
聴
取
制
度
の
強
化
） 

 

知
は
力
、
団
結
は
力
。 

身
近
な
業
者
を
誘
っ
て
ご
参
加
を
。 

2
月
10
日
の
研
修
会
で
は
、
政
治
や
経
済
の
動
向
と
と
も
に

（
１
）
～
（
８
）
の
対
策
を
中
心
に
お
話
し
ま
す
。
ご
自
分
は
勿
論

の
こ
と
、
ご
近
所
の
会
員
さ
ん
や
ご
自
分
の
身
近
な
業
者
の
方
を
誘

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
こ
の
日
は
春
の
運
動
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
、

簡
単
と
好
評
の
エ
ク
セ
ル
会
計
の
説
明
も
行
い
ま
す
。
閉
会
予
定
時

刻
は
11
時
50
分
で
す
。 

 

吹
田
市
産
業
振
興
条
例
に
基
づ
く 

地
域
経
済
の
循
環
を 

 

1
月
18
日
夜
7
時
か
ら
吹
田

市
役
所
で
ま
ち
産
業
活
性
部
と
吹

田
民
主
商
工
会
の
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
か
ら
は
平

野
部
長
は
じ
め
6
名
が
、
民
商
か

ら
は
山
口
会
長
は
じ
め

11
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
相
互
の
自
己
紹

介
で
は
、
平
野
部
長
か
ら
「
条
例

を
お
題
目
に
し
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
尾
局
長
が
吹
田
民
商

の
日
常
活
動
を
簡
単
に
説
明
。
平

野
部
長
よ
り
事
業
計
画
書
に
対
す

る
質
問
が
あ
り
竹
田
さ
ん
や
後
藤

さ
ん
が
自
ら
の
経
験
に
沿
っ
て
説

明
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ま
ち
産
業
活
性
部
か

ら
①
企
業
誘
致
②
企
業
代
表
者
と

の
意
見
交
換
③
商
店
街
等
の
活
性

化
④
「
す
い
た
地
域
雇
用
推
進
事
業
」
の
進
捗
状
況
に
対
す
る
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
民
商
か
ら
は
、
企
業
立
地
促
進
条
例
案
が
継

続
審
議
に
な
っ
た
事
情
や
商
店
街
周
辺
住
民
へ
の
実
態
調
査
の
状

況
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
西
尾
局
長
が
吹
田
民
商
の
重
点
要
望
を
体
系
的
に
説
明

し
ま
し
た
。
特
に
中
小
業
者
の
仕
事
起
し
の
重
要
性
を
強
調
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
環
境
対
策
分
野
だ
け
で
は
な
く
地
域

経
済
振
興
の
観
点
で
考
え
る
こ
と
や
官
公
需
の
地
元
業
者
優
先
発

注
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
平
野
部
長
か
ら
は
、
官
公
需
に

つ
い
て
は
「
担
当
部
局
だ
け
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
改
善
で
き
る

か
、
皆
で
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
庁
舎
内
に
十
分
培

わ
れ
て
き
て
い
る
。」
と
実
情
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
懇
談
会
は
9

時
過
ぎ
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

伝
言
板 

国
保
料
、
住
民
税
、
国
税
の
分
納
相
談
会 

2
月
1
日
（
金
）
昼
2
時
00
分 

 
 

市
役
所
ロ
ビ
ー
集
合 

相
談
希
望
者
は
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

新
会
員
確
定
申
告
学
習
会 

2
月
2
日
（
土
）
夜
6
時
30
分 

2
月
16
日
（
土
）
夜
6
時
30
分 

新
会
員
以
外
の
会
員
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。 

お
渡
し
し
た
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

税
金
問
題
研
修
会
（
右
側
の
記
事
参
照
） 

2
月
10
日
（
日
）
朝
9
時
15
分 

勤
労
者
会
館 

消
費
税
増
税
中
止
の
展
望
、
国
税
通
則
法
対
策
を
学
び
ま
す
。 

講
師 

西
尾
栄
一 

事
務
局
長 


